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右
の
園
案
は
、
金
代
町
寺
町
の

一
戸
哲
三
氏
の
汚
案
に
な
る
ろ

で
、
新
し
い
金
永
町
の
象
徴
と
し

て
採
用
さ
、
‐
両
た
い
の
綴
す
。

中
央
の
円
形
は
金
木
の
二
字
を

表
わ
し
、
上
部
の
切
劃
と
円
形
を

声
野
公
園
の
桜
の
花
弁
寺
か
な
し

共
に
咲
き
、
共
に
散
る
、
す
な
わ

ち
共
存
共
栄
の
網
神
を
表
わ
す
。

下
部
住
一
波
の
溌
云
あ
っ
て
、

こ
れ
は
新
し
い
金
木
町
を
構
成
す

る
金
木
、
嘉
瀬
、
喜
良
市
の
三
部

落
蓬
示
し
た
も
の
で
、
相
協
力
し

て
雄
飛
発
興
せ
ん
と
す
る
灘
で
す
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金
木
町
の
町
章

｜

小
町
役
鋤
企

ｕ
報
社

わ
た
る
稲
の
不
作
と
、
納
税
成
繊
の
低

昭
和
二
十
九
年
度
決
算
恥
二
カ
年
に

ま
す
。
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『
近
代
的
農
聰
侭
都
市
』
莚
め
ざ
し
て
下
に
よ
り
、
二
千
百
四
十
万
円
の
赤
字
こ
の
間
、
制
約
さ
れ
た
苦
し
い
財
政
会
教
育
施
設
、
上
水
道
な
ど
の
環
境
衛

昭
和
三
十
年
三
月
一
円
、
旧
金
木
町
、
と
な
り
、
新
町
に
お
け
る
財
政
の
運
用
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
合
併
五
力
生
施
設
の
新
設
な
ど
大
き
な
問
題
か
山

旧
嘉
瀬
村
、
旧
喜
良
巾
村
の
一
町
二
力
は
困
難
を
極
め
、
つ
い
に
昭
和
三
十
一
年
計
画
と
新
町
建
設
五
カ
年
計
画
に
よ
積
し
て
お
・
ソ
ま
す
。

村
が
合
体
合
併
し
て
か
年
六
月
に
財
政
再
建
団
体
と
し
て
の
摺
る
建
設
事
業
を
遂
行
し
、
庁
舎
の
堀
改
ま
た
、
役
場
庁
舎
の
新
築
の
問
題
も

霜
感
す
る
次
第
で
あ
り
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
再
建
計
画
垂
今
後
の
課
題
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
周
年
で
あ
り
、
町
の
繁
栄
の
華
礎
と
も

二
す
。
ま
ず
、
旧
町
村
時
代
に
お
け
る
短
縮
し
て
昭
和
三
十
七
年
度
に
お
い
て
小
碩
川
地
区
土
地
改
良
事
鍵
の
推
進
、
な
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

霜
二
十
九
年
度
決
算
定
二
カ
年
に
赤
字
団
体
よ
り
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
展
協
の
合
儲
南
中
学
校
校
舎
の
建
設

や
た
る
稲
の
不
作
と
、
納
税
成
鎮
の
低
た
の
で
あ
り
ま
す
。
公
民
館
、
図
蚕
館
、
幼
稚
園
な
ど
の
社

十
四
番
目
、
面
識
一
万
二
韮
〈
百
四
十

六
○
人
で
県
下
三
十
二
町
あ
る
う
ち
で

今
年
で
十
年
目
。
現
在
人
口
一
七
、
一

村
が
廃
瞳
分
合
（
合
併
）
申
請
密
を
提

出
、
同
年
三
月
新
金
木
町
が
発
足
し
て

昭
和
三
十
年
一
月
二
十
四
日
、
金
木

町
、
躯
瀬
村
、
喜
良
市
村
の
一
町
二
力

。
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三
カ
町
村
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し
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合
併
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請

書
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新
し
い
金
木
町
か
艇
生
し
て
か
ら
今
年
置
満
十
周
年
。
町
で
は
こ
れ
老
記
念
し
孔
八
月
十
二
日
午
前

十
時
か
ら
金
木
中
学
校
読
堂
で
式
典
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
『
金
木
だ
よ
り
」
の
今
月
号

は
合
併
十
周
年
記
念
特
集
号
と
い
う
形
で
お
送
り
す
る
こ
と
に
し
ま
す
ｑ

自
治
功
労
者
を
表
彰

’

’
七
町
歩
で
十
七
番
目
の
町
と
な
っ
て
い

－
ま
す
。

基
幹
産
菜
は
い
う
ま
で
も
な
く
農
業

で
、
水
田
が
一
千
四
百
町
歩
、
り
ん
ご

百
八
十
町
歩
、
畑
四
百
五
十
町
歩
と
な

っ
て
お
り
、
年
間
推
定
膿
業
生
産
額
は

十
三
腫
円
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
続
く
産
業
と
し
て
は
木
材
工

業
が
あ
げ
ら
れ
、
現
在
製
材
所
が
二
十

三
、
木
工
所
が
十
八
あ
り
ま
す
。

町
に
は
県
立
金
木
高
校
、
青
森
県
養

鶏
指
導
所
、
弘
大
金
木
展
場
、
金
木
営

林
署
、
金
木
繁
察
署
な
ど
の
ほ
か
、
国

や
県
の
出
先
織
関
か
数
多
く
あ
り
、
郡

北
の
中
心
地
と
し
て
巻
実
な
発
展
を
繩

け
て
い
ま
す
。

わ
が
金
木
町
が
こ
の
よ
う
に
発
展
し

て
き
た
か
げ
に
は
、
幾
多
先
人
の
努
力

花
田
氏
ら
開
名

の
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
合
併
十
周
年
記
念
式
典

で
表
彩
さ
れ
る
方
為
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◇
歴
代
町
村
長
Ｉ
津
島
文
治
、
花
田
一

大
桧
忠
雄
、
津
島
英
治
、
山
中
礼
一
、

高
橘
竹
太
郎
、
太
田
良
作
、
其
田
弥
穂

杉
山
金
蔵
、
木
立
民
五
郎
、
山
中
勝
雄

西
村
周
三
、
高
橋
松
太
郎
、
三
上
恭
太

郎
、
三
上
武
男

◇
通
算
十
年
以
上
鰄
会
懸
員
Ｉ
白
川
匝

義
、
大
橋
勇
五
郎
、
中
村
雌
司
、
米
谷

甚
九
郎
、
田
中
勇
吉
、
竹
内
匠
右
衛
門

内
海
網
蔵
、
泉
谷
勝
雄
、
白
川
弥
太
郎

中
村
美
智
男
、
野
宮
平
助
、
松
川
孫
作

工
藤
林
蔵
、
原
田
勇
太
、
木
立
間
五
郎

藤
元
唯
広
、
今
久
米
雄
二
一
正
政
雄
、

工
藤
源
三
郎
、
西
村
周
三
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こ
の
間
、
制
約
さ
れ
た
苦
し
い
財
政

状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
合
併
五
カ

年
計
画
と
新
町
建
設
五
カ
年
計
画
に
よ

る
建
設
事
業
を
遂
行
し
、
庁
舎
の
堀
改

築
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
溺
入
、
川
倉
小

学
校
の
新
築
、
町
営
住
宅
の
建
殴
、
保
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花
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村
美
茜
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◇
通
算
十
年
以
上
の
錘
業
委
員
Ｉ
成
旧

勇
極
、
秋
元
武
治
、
中
谷
峰
太
郎
、
櫛

引
政
雄
、
原
仙
南
五
郎
、
白
川
鋸
四
太

郎
、
今
久
米
雄
、
木
立
民
五
郎

◇
優
良
納
税
組
合
Ⅱ
朝
円
納
税
組
合

（
金
木
）
本
町
納
税
麺
合
（
悪
艮
市
）

、
．
』
争
私
９
０

◇
通
算
二
十
年
以
上
の
職
員
Ｉ
伊
丸
岡

貢
、
外
崎
ヨ
シ
、
岡
州
サ
ダ
、
尾
野
伝

作
、
阿
部
ア
ゴ
リ
、
長
姥
か
し
、
‐
岩
村

鎗
詞
函
叩
舗
謁
、
鋤
、
伊
藤
文
雄

◇
通
算
一
一
十
年
以
上
の
消
防
団
員
Ⅱ
三

上
政
雄
、
白
川
善
三
郎
、
今
堅
次
郎
、

荒
関
純
輔
、
福
丑
諏
唾
中
谷
二
郎
、

対
馬
要
治
、
吉
出
米
五
郎
、
川
口
豊
衛

白
川
魂
太
郎
、
原
田
正
一
、
山
中
巌
、

平
川
久
次
郎
、
鎌
州
稲
辰
、
外
崎
義
光

木
下
無
市
、
桑
州
緬
治
、
三
上
正
介
、

鳴
海
論
之
助
、
吉
崎
新
一
、
神
島
嘉
吉

松
川
駒
太
郎
、
伊
藤
良
感
、
太
田
治
、

藤
元
滴

◇
教
育
文
化
功
労
者
Ⅱ
鳴
海
民
之
助
、

高
棲
四
郎
、
大
橋
か
つ
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七
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花
田

津
騒
英
治
氏

原
田
勇
太
氏
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:|’
町
村
の
規
模
を
適
正
化
し
、
行
政
の

能
索
化
と
行
政
水
鯉
の
向
上
の
た
め
町

村
を
統
廃
合
す
る
と
い

繊
朧
脈
鰐

◇
観
光
功
労
者
Ｉ
新
岡
守
一

◇
火
防
衛
生
功
労
者
Ｉ
角
川
叉
七

◇
特
別
功
労
者
１
牒
元
嘉
嗣
、
解
崎
出

一
、
二
中
村
美
智
勇

ｇ
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■
。
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争
や
。
■
●
句
●
■
■
ｐ
■
号
告
口
■
卓
甲
■
●
■
●
■
■
曲
■
●
旬
ｒ

》
合
併
ま
で
の
経
過
》

昭
和
二
十
八
年
十
月
、
町
村
合
併
促

進
法
の
制
定
。
昭
和
二
十
九
年
四
月
十

日
、
金
木
町
譲
会
が
県
の
露
一
次
合
併

計
画
斌
案
に
答
申
し
、
合
併
の
気
運
が

盛
り
上
が
る
。

二
十
九
年
六
月
十
七
日
《
金
木
町
役

場
で
関
係
三
ヵ
町
村
憂
が
集
ま
り
、
合

併
に
つ
い
て
協
議
。
六
月
二
十
一
日
、

第
一
保
育
で
県
の
係
官
種
招
き
、
関
係

町
村
の
理
事
者
、
睡
凰
、
各
団
体
の
代

表
者
な
ど
を
染
め
合
併
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
催
、
啓
蒙
に
努
め
る
。
八
月

三
十
日
、
県
の
係
官
、
関
係
町
村
の
理

し
か
し
、
わ
が
金
木
町
の
合
併
は
、

関
係
者
の
啓
蒙
柄
導
の
適
切
と
地
域
住

民
の
将
来
を
馳
透
し
た
良
識
に
よ
り
、

合併後の町議会謹長
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、
哩
１
鋤
５

中
村
田
元

山
中
原
秋

与
・
智
勇
正
正

匂
町
村
合
併
は
、
明
治

一
十
二
年
の
町
村
制
施

”
に
も
比
祠
す
る
大
願

栞
で
あ
り
ま
し
た
。

男
太
衛
衛

美

|秋元正 ｜－

合
併
に
伴
っ
あ
ら
ゆ
る
困
雌
を
克
服
し
い
と
思
い
ま
す
。
た
る
二
砲
門
を
超
え
る
状
想
で
あ
り
ま

昭
和
三
十
年
三
月
円
描
に
爽
現
い
た
し
時
代
は
年
と
と
も
に
推
移
し
、
戸
犯
す
。
さ
ら
に
大
起
な
耶
莱
を
あ
げ
て
み

』
ぷ
し
た
。
そ
し
て
本
年
症
猫
十
周
年
、
，
に
伴
っ
て
、
社
会
、
経
濟
、
文
化
な
ど
貸
し
て
も
、
金
木
弼
校
の
完
成
と
県
立
一

こ
の
間
を
省
み
る
と
き
、
合
併
当
時
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
変
遜
を
銃
移
涯
、
蒔
山
小
挙
校
、
川
魚
小
学
校
の

い
つ
い
つ
な
苦
難
も
険
路
も
打
卵
さ
れ
け
、
す
べ
て
は
人
類
の
幸
福
追
求
に
向
新
築
、
保
育
所
の
殴
睡
、
公
立
金
木
調

当
初
献
画
さ
れ
た
合
併
五
ヵ
年
計
画
や
か
っ
て
前
進
し
て
お
り
ま
す
。
暁
の
完
成
、
動
物
函
の
設
腫
、
太
宰
治

碑
の
迩
立
、

蝿
町
民
の
意
思
を
政
治
に
反
映
瀦
難

町
政
の
振
興
に
一
段
の
努
力
‐
な
ど
が
あ
る

唾
金
木
町
鑿
談
長
秋
元
正
衛
刈
噸

新
町
迩
談
五
ヵ
年
計
画
に
基
づ
く
数
を
合
併
当
初
の
金
木
町
と
十
年
を
経
た
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
な

の
施
簸
も
着
々
と
笑
行
さ
れ
、
そ
の
成
現
在
の
金
木
町
と
で
は
、
い
る
い
る
な
く
、
さ
ら
に
圧
み
よ
い
郷
土
凌
廸
殺
す

蝋
は
兄
る
べ
き
も
の
誠
あ
り
ま
す
。
面
に
お
い
て
大
き
な
遮
い
が
罷
め
ら
れ
ぺ
く
、
町
民
の
意
思
種
政
治
に
強
く
反

こ
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
か
一
る
の
で
あ
り
ま
す
。
映
し
、
町
政
の
振
興
に
一
段
の
努
力
を

丸
と
な
っ
て
町
の
発
嵯
の
た
め
努
力
さ

れ
た
結
果
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
村
合

併
の
効
采
も
皐
逃
か
す
こ
と
は
で
き
な

小
者
、
砿
会
正
副
窪
艮
が
打
ち
合
わ
せ

金
鞍
剛
催
し
、
各
町
村
十
人
か
ら
成
る

合
併
促
進
研
究
協
戯
会
を
設
睡
す
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
る
。

九
月
八
円
、
合
併
促
進
研
究
協
識
会

委
幽
が
集
ま
り
、
規
約
を
審
議
可
決
。

十
月
四
日
、
協
届
会
を
卵
催
、
顎
務
局

と
総
朽
財
砥
、
教
育
、
民
生
、
産
業
の

四
部
会
を
お
く
こ
と
を
決
定
し
、
合
併

日
裸
を
三
十
年
一
月
一
口
と
す
る
。
／

十
，
十
五
日
、
合
群
の
基
礎
資
料
の

作
成
に
著
手
。
十
一
月
一
日
よ
り
基
礎

蜜
料
、
継
走
醤
、
お
よ
び
建
般
計
画
に

つ
い
て
検
討
を
開
始
、
日
を
追
っ
て
各

部
会
の
審
継
を
終
わ
る
。
十
二
月
二
十

七
日
お
よ
び
三
十
年
一
月
十
三
日
、
関

係
町
村
の
識
凰
、
協
磁
会
委
回
、
各
団

体
の
代
表
君
の
合
同
会
識
を
開
催
、
融

定
轡
お
よ
び
建
設
計
画
に
つ
い
て
審
談

原
案
を
一
部
修
正
し
て
こ
れ
を
可
決
。

昭
和
三
十
年
一
月
十
九
日
、
姦
瀬
村

議
会
と
喜
良
市
村
織
会
が
合
併
の
決
織

一
月
二
十
三
日
、
金
木
町
議
会
が
合
併

の
決
裁
。
一
月
二
十
四
日
、
三
ヵ
町
村

が
連
名
で
歴
歴
分
合
（
合
併
）
申
諦
密

を
提
朏
。
昭
和
三
十
年
三
月
一
日
、
新

金
氷
町
が
発
足
。

合
併
促
進
研
究
協
議

会
委
員

△
金
木
町
Ⅱ
花
田
一
（
町
長
）
野
宮
平

助
、
中
村
美
智
勇
、
田
中
勇
吉
、
田
中

面
太
郎
（
以
上
識
屋
）
白
川
直
義
（
蟻

長
）
傍
島
正
守
、
荒
関
豊
七
、
蝦
名
寿

郎
（
以
上
学
繊
者
）

△
嘉
瀬
村
Ⅱ
山
中
勝
雄
（
村
長
）
山
中

’

す
な
わ
ち
、
昭
和
三
十
年
当
時
の
予
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
す
る

算
規
模
が
六
千
万
円
刷
後
で
あ
っ
た
も
次
露
で
あ
り
ま
す
。

の
が
、
現
在
で
は
そ
の
三
借
以
上
に
当

一
口
●
凸
■
■
』
守
口
画
宇
一
■
ｑ
ザ
■
■
毎
』
画
■
一
Ｐ
凸
一
●
口
凸
■
年
韓
口
字
ロ
ー
■
《
一
■
ｂ
伊
毎
■
再
』
】
二
一
口
一
一
Ｆ
■
凸
垂
■
寺
凸
色
・
■
凸
争
■
●
由
宇
鄙
・
・
一
一
Ｐ
今
■
Ｐ
■
■
か
■
一
令
吟
二
一
一
口
■
一
Ｐ
旬
寺
酋
』
■
つ
む
守
口
■
弓
●
か
■
Ｐ
■
口
守
①
画
■
画
回
”
宜
早
幸
ロ
萌
匁
Ｐ

与
七
（
議
長
）
花
川
柾
義
、
畑
、
滴
菫
四
郎
、
吉
川
七
郎
、
野
宮
平
助
、

郎
、
北
川
孫
一
、
鎌
田
善
七
、
成
剛
認
ゞ
波
五
郎

腋
（
以
上
議
凰
）
山
、
降
栄
（
轆
淑
◇
嘉
瀬
村
醗
会

者
）
〃
一
関
略
蘭
爵
曜
、
Ⅱ
聴
陪
１
１
‐
一
士

一
〃
‐
三
凸
刎
訶
阿
三
雁
一
ノ
．
竺
・
Ｐ
、
鐘
一
・
重
Ｆ

》

｜
〉
畠
愚
黛
雷
愚
霞
さ
畏
黛
、
今
、
爵
氏
、
や
、
蕊
竪
》
》
』
》
霞
軒
韓
一
、
、
§
、
令
華
郵
響
霞
急
電
率
鋤
許
愚
》

閥
三
Ｊ
Ⅲ
塑
雰
肌
也
り
圭
＃
、
ｊ
｜
孫
一
、
北
川
柾
市
、
伊
藤
満
平
、
洞
田

部
（
以
上
』
睡
鯏
）
西
村
周
三
、
近
儘
一
華
滴
一
郎
、
内
海
緬
蔵
、
鎌
肌
善
七
、
松

二
（
以
上
挙
融
者
）

川
爺
次
郎
、
広
瀬
与
一
郎
、
小
松
蛎
五

合
併
当
時
の
議
会
議
員
廓
、
杉
山
武
雄
北
川
透
、
成
川
勇

薙関
腰

三劇
上戸

鯉
､、

棄雰
IHII

哲イF
男壱

、

今雀
リク
八斗

嘱吉
､

、鵬

,慨
IE吉
4司、

齪
雄E
，一、荷

餅
、一三

桑」
IHE
信 9

弩f
今仏
久一
米イノ

古風
､11.1

"I-IJ
海武
柾太
吉郎
、、

太花
H1H{
浦柾
三義
r凸百F、

コ
イ
』△

喜
良
市
村
＃
三
上
武
男
（
村
長
）
伊
一
總
繩
紙
刷
繩
馴
識

蔵
、
眼
海
善
八
、
原
佃
源
太
郎

◇
金
木
町
麗
会

◇
喜
良
市
村
醗
会

識
長
白
川
直
義
、
副
織
長
泉
谷
剪
之
助

鰡
吠
禰
議
騨
福
鰡
遡
潔
聴
蝿
鋸
綱
織
刎

川
弥
太
郎
、
田
中
直
太
郎
、
岡
本
撤
八
藤
元
唯
広
、
古
川
竹
夫
、
米
谷

田
中
国
吉
、
中
村
雌
司
、
胴
中
柳
育
桑
田
糟
蔵
、
佐
藤
忠
太
郎
、
大

白
川
慎
一
、
角
肌
惣
焔
木
村
満
巳
、
一
一
郎
、
棟
方
善
四
郎
、
中
村
本
宣

中
村
美
智
勇
、
工
藤
源
三
郎
、
白
川
兼
一
哲
男
古
川
角
右
衛
門
、
三
卜

｝
息
詳
蓉
鄙
》
栂
帷
舶
鮒
搾
峠
雫
州
３
，
§
§
§
雷
§

しノ

①
新
し
い
腱
推
の
按
術
と
緑
沌
森
敏
夫

〆妬

鶴
覺
閻
衛

ら

②
大
型
区
凹
難
蝿
蛎
業
に
つ
い
て

篠
辺
三
郎

／″

③
沓
虫
防
畭
の
未
来
像
正
木
進
三

も

ｇ
駒
職
舞
鶴
剃
蝋
評
諦
雛
騨
峪

■
■
■
■
ｑ
Ｐ
■
■
■
■
旬
口
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ぬ
■
■
■
■
■
ｑ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｐ
■
■
■
■
■
■
■
■
。
■
■
呂
都
■
■
■
卸
■
■
■
ａ
■
■
白
田
旬
■
ｑ
ｕ
甘
口
同
■
■
■
■
■
ｑ
も

②
大
型
区
画
整
理
駆
業
に
つ
い
て
篠
辺
三
郎

③
害
虫
防
詮
の
未
来
像
正
木
進
三

④
青
森
県
に
お
け
る
畑
作
の
問
題
点
佐
々
木
信
介

。
受
獅
料
は
無
料
で
す
が
、
昼
食
を
ご
持
参
下
さ
い
。

主
催
弘
前
大
学
鰻
学
部

後
援
金
木
町

’ 泉
谷
勝
雄
、
今
久
米
雄
、
伊
丸
岡
武
馬

虚
擬
伊
藤
富
雄
、
酬
い
畏
桑
川
心
吾
、

桑
田
糟
極
、
佐
藤
忠
太
郎
、
大
橋
喜

郎
、
棟
方
善
四
郎
、
中
村
本
真
、
秦

哲
男
、
古
川
角
右
衛
門
、
三
上
政
雄

藤
元
唯
広
、
古
川
竹
夫
、
米
谷
墓
九
郎

太
剛
浦
三
郎
、
郡
出

斎
藤
和

泉
谷一

・
垂

田 7～
…"りぴグ",，し〃もググも〃… "．

－
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卜

(火）巳月 10日 (＝）

’

回
…
十
年
ひ
と
背
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
金
木
町
が
艇
生
し
て
か
ら
こ
と
し
で
正
し
く
十
年
、
ひ
と
汁
刈
ぎ
た
わ
け
．

回
…
で
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
わ
か
金
木
町
も
苛
森
県
も
、
川
本
も
そ
し
て
批
界
も
大
き
く
蕊
わ
り
ま
し
た
。
峠
は
間
断
無
く
過

回
…
ざ
、
文
化
も
絶
え
ず
進
歩
を
続
け
ま
す
。

：回

向回

幽和36年4月卵設。さる、くま、鹿、く

こどもたちから喜ばれている】

【舜豆金木病院･…昭和37年8月完成。昭和33fF10ﾉ~]、金木、

中里両町の細今立として発足、昭和34年11月から工率にとり

かかり、4年がかりで完成したもので郡北一の総合病碗】

【窪…･昭和37年9月11日、ノI1倉、藤枝などに種が降り、稲

、りんご、畑作などに9千万円以上の被害を与えた。町では

被害農家に町税の減免、利子補給などの対策を識じた】

【弘大農場の空中直播…･l隅和38年5月
コプターによる空中腫播の試験を実施

がけ、として注目された】

弘大金木展堀でヘリ

近代化磯菜の、さき

〆

勾

私

ノ

一=一~一一

【太宰治碑...､肥和40年.5月完成。太宰治は金木町が生んだ唯
一の作家であり聴その碑の趣立は憂い間の懸案であった。阿
部合成画伯の独特の設計は好評を博している】

｡
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